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取組の項目

◆重点事項１◆

災害時の避難・救援拠点における必要最低限の

エネルギー確保

▼個別取組▼

１ 杉並区の地域特性に合わせた省エネルギー対策のき

め細やかな推進

２ 地域で利用可能な再生可能エネルギーの積極的な利

用推進

３ 化石エネルギーの効率的な利用促進

４ 災害時の安定的なエネルギー供給と節電・ピークカ

ット対策の推進

５ 杉並清掃工場のごみ焼却発電や廃熱の有効利用の推

進

取組の項目

取組の項目

◆重点事項２◆

木造住宅が集まる地域の建替えや地区計画に併せた、

住宅の省エネ化によるスマートコミュニティのモデ

ル地区づくり

▼個別取組▼

６ ｢スマートハウス｣や｢スマートコミュニティ｣づくり

の先導モデル事業の推進

７ 建築物や街区のスマート化のための仕組みづくり

８ 公共交通機関や電気自動車等の利用

９ 新電力の一層の活用
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◆重点事項３◆

区民出資型による再生可能エネルギー整備の仕組み

づくり

▼個別取組▼

１０ 区民へのわかりやすい情報提供や啓発の推進

１１ 区民や地元事業者が自主的に参加でき、恩恵を享

受できる事業モデルの仕組みづくり

１２ 先導的な取り組みに関する情報発信の推進やイン

センティブ付与



Ⅰ 地域エネルギービジョン策定の背景と目的

（１）背景

東日本大震災に伴い、エネルギーについてのさまざまな課題が明らかになり、区民が

安心して快適に暮らしながら、いざという時にエネルギーで困らないまちを創ること

が、区としての新たな課題となりました。

この課題解決のためには、再生可能エネルギーの活用と省エネルギーの一層の推進を

図るとともに、創出したエネルギーを蓄え、いざという時やピークシフト対策に活用す

る地域分散型エネルギー社会の構築が必要となります。

（2）目的

区として、区民の暮らしの快適性と安全性を確保し、大規模災害が発生した時にエ

ネルギーで困らない地域分散型のエネルギー社会を構築するとともに、省エネ・省資

源の更なる推進により、環境にやさしいまちを創造するため、区の地域特性をふまえ

たエネルギー政策の基本的な方向をまとめるものです。

（３）位置付け等

地域エネルギービジョン(案)は環境基本計画のエネルギー分野を抜き出したもので、

計画期間は総合計画の終期と合わせ、平成33年度とし、環境基本計画、総合計画の改

定に合わせて見直しを行います。

Ⅱ エネルギービジョンで描くまちの将来像

将来像を「災害につよく快適で環境にやさしいエネルギー創造都市－誰もが、いつで

も、安心して快適に暮らせるまち すぎなみ」とし、ふだんから災害に備えのある環境

にやさしい安全で快適なまち、いざ大規模災害が起きた時にエネルギーで困らないまち

をめざします。

○原発事故に伴う電力需給逼迫

○集中型電力システムの脆弱性

○エネルギーの安定供給と安全

性確保の必要性

○国のエネルギー政策の見直し

○再生可能エネルギーの活用と省エネ

ルギーの一層の推進

○地域分散型エネルギー社会の構築

エネルギー政策の

今後のあり方
東日本大震災によって

明らかになった課題

杉並区地域エネルギービジョン(案)の概要



○災害時に避難拠点となる区立施設や学校などにおける自家発電や蓄電機能を強化

し、区民生活が困らないようバックアップできるまちをめざします。

 災害の発生時に備えて、ふだんから災害につよいエネルギーシステムをまちに

整備し、安全で安心して暮らせるまちをめざします。

 区内の建物の屋根を利用した太陽光発電や区内で発生している熱など、杉並産

の環境にやさしいエネルギーを活用して、皆が快適に暮らせるまちをめざしま

す。

太陽光発電太陽光発電 自家発電機

テレビから情報収集

照明

照明

帰宅困難者

テレビから情報収集

携帯の充電

携帯の充電

避難所

区立施設・区立学校

防災情報メール

発信サービス

区役所

テント

いざ、大規模災害が起きてもエネルギーで困らないまち
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太陽光
家庭用燃料電池 ※
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電気自動車
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太陽光
太陽熱※

熱電気

商店街

区役所
太陽光
コジェネ
電気自動車

コミュニティバス

防災公園

太陽光発電式
ＬＥＤ街路灯

大規模電力事業者

以外からも電気を

調達します

停電しても困らないように

発電設備等を導入します

発電余剰電力や廃熱

を有効活用します
住宅やまち単位で、

無 駄 な く エ ネル

ギーを活用します

※印のあるものは ページに用語説明があります。

ふだんから災害に備えのある環境にやさしい安全で快適なまち

太陽熱※

太陽の熱エネ

ルギーを集熱

器に集め、給

湯や空調に利

用する機器の

こと。

ヒートポンプ

給湯器※

空気の熱を給

湯に利用する

給湯器のこ

と。

家庭用燃料電

池※

ガスなどから

取り出した水

素と空気中の

酸素で発電

し、廃熱を給

湯に利用す

る。

蓄電池※

電力を蓄える

電池のこと。

コジェネ※

ガスなどで発

電すると同時

に、発電時に

発生した廃熱

を給湯や空調

に利用する。

太陽光※

太陽光を利用

して、太陽電

池で発電す

る。

PPS 発電所

※

特定規模電気

事業者による

発電所。

スマートコミ

ュニティ※

地域全体のエ

ネルギーが有

効利用される

よう、総合的

に管理・制御

する仕組み。

自家発電※

エンジン式発

電機のこと。



○病院･福祉施設などの発電･蓄電機能を強化し、いわゆる「※災害弱者」の安心･安

全を確保できるまちをめざします。
※ここでいう「災害弱者」とは、大規模災害により電力の供給が停止した場合、入所した施設に

おいて「生命の危険が生じる」「自力での生活が極度に困難になる」などの状態となる恐れがある

人々を指します。

Ⅲ 地域エネルギービジョンの目標

１ 杉並産エネルギーの創出

分野 平成33年度までの目標

省エネルギー
①杉並区全体のエネルギー消費量を平成22年度比で10％削減

②区立施設及び区民の節電目標平成22年度比で10％削減

創エネルギー
①区内の電力消費量に対する再生可能エネルギー及び家庭用燃料電池に

よる発電量2%

蓄エネルギー

①災害時やピークシフト対策としての電気自動車の活用の推進

②救援避難所等の災害時拠点施設への再生可能エネルギー発電機器や自

家発電設備、蓄電池の設置の推進

※平成２３年３月に発生した東日本大震災の影響を考慮し、平成２２年度との比較で目標を設定しています。

２ スマートコミュニティづくりの推進

①モデル地区指定によるスマートコミュニティづくり

②建築物における低炭素建築物の割合を高める仕組みづくり

③コミュニティバス等公共交通の利用促進

④電気自動車、ハイブリッド車の普及促進、急速充電器の区立施設への設置

⑤新電力(PPS)の活用による電力供給の安定化

３ 区民へのわかりやすい情報提供と自主的な参加促進の仕組みづくり

①周知啓発・相談事業の拡充

②環境学習・環境講座におけるエネルギー問題の重点化

③エネルギー施策への区民出資によるエネルギー創出と

配当の分配による区内でのエネルギーと富の循環の仕組みづくり

太陽光発電や家庭用燃料電
池で創り出された電気

オフィス・
公共施設

店舗
店舗

住宅

太陽光発電

太陽光発電

太陽光発電
太陽熱利用

コジェネ

蓄電池

蓄電池

家庭用
燃料電池

非常時には、近隣の建物
間でエネルギーを融通

太陽光発電

太陽熱や家庭用燃料電池や
ヒートポンプ給湯器で創り出
された熱

電気自動車
（移動式蓄電池）

スマートコミュニティのイメージ図


